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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】回路規模の大きさを抑え、消費電力を減少させ
る端末を提供する。
【解決手段】周波数帯域で分割した複数のキャリアにつ
いて時間帯域で分割したスロットをチャネルとして利用
して基地局と複数の端末とが通信する無線通信方法であ
って、基地局は、端末に、キャリア及びスロットの少な
くとも一方を含むチャネルを監視範囲として指定する監
視情報を通知し、端末は、監視情報を受信し、端末は、
受信した監視情報に含まれる監視範囲に該当するか否か
に基づいて、監視範囲に対応する信号の受信処理をする
か、受信処理を停止するかを制御し、端末は、監視範囲
の信号に基づく伝搬路状況の推定結果を基地局に送信し
、基地局は、推定結果に基づいて、パケット送信を行う
べきキャリア及びスロットの少なくとも一方を含むチャ
ネルを割り当て、基地局は、割り当てられたチャネルに
より、端末へパケット送信を行う。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数帯域で分割した複数のキャリアについて時間帯域で分割したスロットをチャネル
として利用して基地局と複数の端末とが通信する無線通信方法であって、
　前記基地局は、前記端末に、前記キャリア及び前記スロットの少なくとも一方を含むチ
ャネルを監視範囲として指定する監視情報を通知し、
　前記端末は、前記監視情報を受信し、
　前記端末は、前記受信した監視情報に含まれる監視範囲に該当するか否かに基づいて、
前記監視範囲に対応する信号の受信処理をするか、前記受信処理を停止するかを制御し、
　前記端末は、前記監視範囲の信号に基づく伝搬路状況の推定結果を前記基地局に送信し
、
　前記基地局は、前記推定結果に基づいて、パケット送信を行うべきキャリア及びスロッ
トの少なくとも一方を含むチャネルを割り当て、
　前記基地局は、前記割り当てられたチャネルにより、前記端末へパケット送信を行うこ
とを特徴とする無線通信方法。
【請求項２】
　請求項１記載の無線通信方法であって、
　前記端末は、一の前記監視情報に従って、前記監視範囲のチャネルに対しては信号の受
信処理を開始し、かつ、監視範囲外のチャネルに対する受信処理を停止する、ことを特徴
とする無線通信方法。
【請求項３】
　周波数帯域で分割した複数のキャリアを用いて基地局と複数の端末とが通信する無線通
信方法であって、
　前記基地局は、前記端末に、前記キャリアのうち、少なくとも一のキャリアを監視範囲
として指定する監視情報を通知し、
　前記端末は、前記監視情報を受信し、
　前記端末は、前記受信した監視情報に含まれる監視範囲に該当するか否かに基づいて、
前記監視範囲に対応する信号の受信処理をするか、前記受信処理を停止するかを制御し、
　前記端末は、前記監視範囲の信号に基づく伝搬路状況の推定結果を前記基地局に送信し
、
　前記基地局は、前記推定結果に基づいて、パケット送信を行うべきキャリアを割り当て
、
　前記基地局は、前記割り当てられたキャリアにより、前記端末へパケット送信を行うこ
とを特徴とする無線通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信基地局及び無線通信端末からなる移動体無線通信システム関し、特
にパケットスケジューリングを行う技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　cdma2000 1x-EV DO方式の下り方向（基地局から移動局への方向）の通信では、基地局
は、時間を１／６００秒単位（スロット）に分割し、ある周波数の１つのスロット（チャ
ネル）では１つの端末だけと通信を行い、通信する端末をチャネルごとに切り替えて複数
の端末と通信する。
【０００３】
　端末は、基地局のパイロット信号を受信して、そのパイロット信号からチャネルの伝搬
路状況を推定し、伝搬路状況の推定結果（伝搬路情報）を基地局に送信する。基地局は、
受信した伝搬路情報に応じて、どの端末に次のチャネルを割り当て、パケットを送信する
かを決定する。このようなチャネルの割り当てをパケットスケジューリングという。図３
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０を用いてパケットスケジューリングについて説明する。
【０００４】
　図３０は、従来技術のチャネルのスケジュール表であり、縦軸は時間、横軸は周波数を
表す。周波数帯域はＦ１からＦ４までのキャリア（搬送波）に分割し、時間帯域は所定の
時間をＳ１からＳ８までのスロットに分割して、時間と周波数に分割されるチャネルを構
成する。
【０００５】
　端末Ａは、通信するキャリアＦ１～Ｆ４を決定する。具体的には、端末Ａは、端末Ａの
ＳＲＡＭに記憶された基準となる第１のキャリアを監視し、ブロードキャスト情報からそ
の第１のキャリアが他の端末で満杯か否かを判定する。第1のキャリアが満杯でないとき
は、端末Ａは、基地局に自らの制御情報を送って位置登録をする。
【０００６】
　一方、第1のキャリアが満杯のときは、端末Ａは、異なる第２のキャリアを監視する。
同様に第２のキャリアが満杯のときは第３のキャリアを監視することによって、端末Ａは
通信するキャリアを決定する。
【０００７】
　ここでは、端末Ａは、キャリアＦ１で通信することを決定する。そして端末Ａは、キャ
リアＦ１のスロットＳ１～スロットＳ８ごとの伝搬路状況を推定し、基地局に伝搬路情報
を送信する。基地局は、前述したように各端末からの伝搬路情報に応じてチャネルを割り
当てる。基地局は、端末ＡのスロットＳ３の伝搬路状況が良好と判定し、端末Ａにキャリ
アＦ１のスロットＳ３のチャネルを割り当てる（スケジューリングする）。
【０００８】
　ここで、端末Ａが通信するキャリアは複数であってもよい。例えば特許文献１には、端
末Ａが複数のキャリアを用いて通信する技術の記載がある。図３１を用いて説明する。
【０００９】
　図３１は、従来技術におけるチャネルのスケジュール表であり、縦軸は時間、横軸が周
波数を表す。
【００１０】
　基地局は、Ｆ１からＦ８までのキャリアを使用して複数の端末と通信する。ここでは、
基地局と端末Ａとは、低レートの通信を行う。
【００１１】
　まず、基地局は、端末Ａと３つのキャリアを割り当てて通信することを決める。基地局
は、割り当てるキャリアの互いの周波数の差が所定値以上となるように、端末Ａには複数
のキャリアＦ１、Ｆ４及びＦ８が割り当てられることがある。以後、基地局は、端末Ａに
キャリアＦ１、キャリアＦ４及びキャリアＦ８を使ってパケットを送信する。
【００１２】
　このとき端末Ａは、基地局にキャリアＦ１、Ｆ４、Ｆ８のスロットＳ１～Ｓ８ごとにチ
ャネルの伝搬路情報を送信する。基地局は、各端末からのチャネルの伝搬路情報に応じて
スケジューリングする。基地局は、キャリアＦ１のスロットＳ３のチャネル、キャリアＦ
４のスロットＳ４のチャネル及びキャリアＦ８のスロットＳ７のチャネルの伝搬路状況が
良好と判定し、端末Ａにスケジューリングする。そして基地局は、端末Ａにスケジューリ
ングしたチャネルでパケットを送信する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００３－９２４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　前述した従来技術によると、割り当てるキャリアの周波数の差が所定値以上となる複数
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のキャリアを割り当てるので、端末は広い周波数帯域を観測する必要がある。よって端末
は、複数のＲＦ部を持つか、又は広帯域のＲＦ部を持ち、ベースバンド部でキャリアごと
に分割する必要ある。このため、端末は、回路規模が大きくなり、更に消費電力も増加す
る。
【００１５】
　本発明は、端末の回路規模の大きさを抑え、消費電力を減少させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の代表的な一例を示せば以下の通りである。すなわち、周波数帯域で分割した複
数のキャリアについて時間帯域で分割したスロットをチャネルとして利用して基地局と複
数の端末とが通信する無線通信方法であって、前記基地局は、前記端末に、前記キャリア
及び前記スロットの少なくとも一方を含むチャネルを監視範囲として指定する監視情報を
通知し、前記端末は、前記監視情報を受信し、前記端末は、前記受信した監視情報に含ま
れる監視範囲に該当するか否かに基づいて、前記監視範囲に対応する信号の受信処理をす
るか、前記受信処理を停止するかを制御し、前記端末は、前記監視範囲の信号に基づく伝
搬路状況の推定結果を前記基地局に送信し、前記基地局は、前記推定結果に基づいて、パ
ケット送信を行うべきキャリア及びスロットの少なくとも一方を含むチャネルを割り当て
、前記基地局は、前記割り当てられたチャネルにより、前記端末へパケット送信を行うこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、端末の消費電力を減少することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態の無線通信システムのシステム構成図である。
【図２】第１の実施の形態の基地局のブロック図である。
【図３】第１の実施の形態の端末のブロック図である。
【図４】第１の実施の形態の特定のキャリアの信号を取り出す過程におけるスペクトルを
表す。
【図５】第１の実施の形態の端末Ａが受信能力を通知する場合のチャネルセットの割り当
て処理のシーケンス図である。
【図６】第１の実施の形態のチャネルセット割り当て処理で実行されるパケットスケジュ
ーリング処理のシーケンス図である。
【図７】第１の実施の形態において、周波数についてチャネルセットを割り当てる場合の
チャネルのスケジュール表である。
【図８】第１の実施の形態のチャネルのタイミングチャートである。
【図９】第１の実施の形態のスケジューリング処理のフローチャートである。
【図１０】第１の実施の形態のスケジューリング処理後の基地局の処理のフローチャート
である。
【図１１】第１の実施の形態において、伝搬路状況推定処理のフローチャートである。
【図１２】第１の実施の形態において、スケジューリング結果の受信処理のフローチャー
トである。
【図１３】第１の実施の形態において、パケット受信処理のフローチャートである。
【図１４】第１の実施の形態の端末Ａが受信能力の変更を通知する場合のチャネルセット
の割り当てのシーケンス図である。
【図１５】第１の実施の形態の基地局が主導する場合のチャネルセットのシーケンス図で
ある。
【図１６】第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合の
チャネルのスケジュール表である。
【図１７】第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てるときで
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スケジューリング結果を通知する場合のチャネルのタイミングチャートである。
【図１８】第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合の
伝搬路状況推定処理のフローチャートである。
【図１９】第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合の
スケジューリング結果の受信処理のフローチャートである。
【図２０】第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合の
パケット受信処理のフローチャートである。
【図２１】第１の実施の形態において、周波数及び時間についてチャネルセットを割り当
てる場合のチャネルのスケジュール表である。
【図２２】第１の実施の形態のキャリアの伝搬路状況を表すグラフである。
【図２３】第２の実施の形態のパケットスケジューリング処理を示すシーケンス図である
。
【図２４】第２の実施の形態のチャネルのタイミングチャートである。
【図２５】第２の実施の形態において、時間についてチャンネルセットを割り当てるとき
でスケジューリング結果を通知しない場合のチャネルのタイミングチャートである。
【図２６】第３の実施の形態の基地局２００のブロック図である。
【図２７】第３の実施の形態のチャネルセットのシーケンス図である。
【図２８】第４の実施の形態の端末のブロック図である。
【図２９】第４の実施の形態の特定のキャリアの信号を取り出す過程におけるスペクトル
を表す。
【図３０】従来技術のチャネルのスケジュール表である。
【図３１】特許文献１のチャネルのスケジュール表である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の第１の実施の形態の無線通信システムの構成図である。
【００２１】
　本実施の形態の無線通信システムは、基地局２００、端末Ａ２０１（Ａ）、端末Ｂ２０
１（Ｂ）、端末Ｃ２０１（Ｃ）、端末Ｄ２０１（Ｄ）及び端末Ｅ２０１（Ｅ）によって構
成される。端末Ａ２０１（Ａ）、端末Ｂ２０１（Ｂ）、端末Ｃ２０１（Ｃ）、端末Ｄ２０
１（Ｄ）及び端末Ｅ２０１（Ｅ）は、基地局２００と通信可能な領域内にある。
【００２２】
　すべての端末２０１は、基地局２００のパイロット信号を受けて、下り（基地局→端末
）の伝搬路状況を推定し、基地局２００に推定した伝搬路状況の結果（伝搬路情報２０３
）を送信する。基地局２００は、端末２０１からの伝搬路情報２０３に応じて、スケジュ
ーリングを行う。基地局２００は、スケジューリングに従って、端末２０１にパケットを
送信する（２０４）。
【００２３】
　図２は、第１の実施の形態の基地局２００のブロック図である。
【００２４】
　アンテナ２０７は、端末２０１と信号を送信又は受信する。サーキュレータ２０８は、
アンテナ２０７の受信した信号を受信部２０９に送り、送信部２１５が生成した送信信号
をアンテナ２０７に送る。
【００２５】
　受信部２０９は、高周波及び中間周波数における増幅、検波等の処理を行い、無線信号
をベースバンド信号に変換する。その後、ベースバンド信号の復調、復号化及び誤り訂正
処理を行う。そして、アンテナからの信号が、端末の受信能力情報（ＭＳＡＩ）であった
場合には、その情報をチャネル条件制御部２１０に送り、伝搬路状況情報（ＣＳＩ）であ
った場合には、その情報をスケジューラ２１３に送り、ユーザデータであった場合には、
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そのデータをネットワークインターフェース部２１１を通じて送る。
【００２６】
　チャネル条件制御部２１０は、端末の受信能力情報に基づいて、後述するようにチャネ
ルセットを割り当て、割り当てたチャネルセットの情報（ＣＣＩ）を蓄積する。更に、必
要に応じてスケジューラ２１３にチャネルセットの情報を送る。
【００２７】
　情報蓄積部２１２は、端末のユーザデータ及び端末に送信する信号をネットワークから
ネットワークインターフェース部２１１を通じて取得し、蓄積する。また、情報蓄積部２
１２は、端末の過去の平均伝送レート等を用いて端末の管理情報（ＴＤ）を作成し、蓄積
する。更に、情報蓄積部２１２は、蓄積した端末のユーザデータ及び端末に送信する信号
を変調器２１４に送る。
【００２８】
　スケジューラ２１３は、伝搬路情報及び端末の管理情報を参照して、チャネルセットの
情報に基づいてスケジューリングを行う。そしてスケジューラ２１３は、スケジューリン
グしたパケットの送信のタイミングに対応して端末の符号化の情報（ＭＩ）や信号を送信
するキャリアの情報（Ｆ／Ｓ）等を情報蓄積部２１２及び変調器２１４に送る。
【００２９】
　制御信号生成器２１６は、送信部２１５を制御する情報を生成し、変調器２１４に送る
。
【００３０】
　変調器２１４は、端末に送信する信号をスケジューラからの端末の符号化の情報や送信
するキャリアの情報等を基に符号化する。更に、制御信号生成器２１６からの制御情報と
の多重化を行う。そして、変調器２１４は、送信部２１５にこの多重化した信号を送る。
送信部２１５は、この信号をＲＦ信号に変換し、サーキュレータ２０８を通じてアンテナ
２０７から端末２０１に送信する。
【００３１】
　図３は、第１の実施の形態の端末のブロック図であり、通信方式がＦＤＭＡ方式の場合
の構成を示す。
【００３２】
　アンテナ２３３は、基地局２００と信号を送信又は受信する。サーキュレータ２１７は
、アンテナ２３３の受信した信号を無線受信部２１８に入力し、無線送信部２２８が生成
した送信信号をアンテナ２３３に入力する。
【００３３】
　受信ＲＦ部２３０は、無線受信部２１８、フィルタ２１９、Ａ／Ｄ変換器２２０及び発
信器２３１によって構成される。
【００３４】
　発信器２３１は、特定の周波数の高周波信号（局部発振信号）を生成し、無線受信部２
１８に入力する。無線受信部２１８は、局部発振信号を用いて、基地局２００からの信号
の周波数を変換する。
【００３５】
　フィルタ２１９は、周波数を変換した基地局２００からの信号以外の不要周波数成分を
除去する。また、フィルタ２１９は、データ伝送レートが異なる信号ごとに（信号の帯域
幅に応じて）フィルタを使い分けるため（例えば、通話サービスとブロードバンド通信サ
ービスとで異なるフィルタを使う場合）に、取り出す周波数の幅が異なるフィルタ２１９
を切り替えることができてもよい。Ａ／Ｄ変換器２２０は、フィルタからの信号をデジタ
ル信号に変換する。
【００３６】
　ベースバンド処理部２２９は、フィルタバンク２２１、復調器２２２、選択部２２３及
びチャネル状態測定部２２４によって構成される。
【００３７】
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　フィルタバンク２２１は、それぞれのキャリアにあったフィルタを用いて、デジタル変
換した信号からそれぞれのキャリアの信号を抽出する。更にフィルタバンク２２１は、抽
出したキャリアごとの信号を復調器２２２及びチャネル状態測定部２２４に送る。
【００３８】
　復調器２２２は、送られてきたキャリアごとの信号をそれぞれ復調する。選択部２２３
は、復調した信号から宛先情報を取り出し、宛先が自己の端末であれば、ＣＰＵ２２５に
信号を送る。一方、宛先が自己の端末でなければ、信号を廃棄する。
【００３９】
　他方、チャネル状態測定部２２４は、それぞれのキャリアの信号に挿入されているパイ
ロット信号から伝搬路の状況（Ｓ／Ｉ）を推定する。ただし、伝搬路の状況を推定するキ
ャリアは、後述するようにチャネルセットで割り当てられたキャリアだけでよい。それ以
外のキャリアのチャネルでは、パケットが送信されないからである。
【００４０】
　なお、端末２０１がデータ伝送レートまで求める場合は、チャネル状態測定部２２４は
、伝搬路情報とデータ伝送レートとが関連づけられたテーブルを参照して、データ伝送レ
ートを求める。
【００４１】
　ＣＰＵ２２５は、受信機２０１全体を制御しており、基地局２１１と情報の受信又は送
信を制御する。更にＣＰＵ２２５には、タイマーが設置されていてもよい。タイマーは、
受信機の動作／休止時間を管理する。ＣＰＵ２２５は、休止時間では、ＲＦ部２３０、ベ
ースバンド処理部２２９及び信号送信部２３４への電力を遮断するように制御する。一方
、ＣＰＵ２２５は、動作時間に切り替わる直前に、ＲＦ部２３０、ベースバンド処理部２
２９及び信号送信部２３４に電力を供給するように制御する。
【００４２】
　信号送信部２３４は、変調部２２６、Ｄ／Ａ変換器２２７及び無線送信部２２８によっ
て構成される。
【００４３】
変　調部２２６は、ＣＰＵ２２５から入力された基地局に送信する情報、送信するキャリ
アの情報（ＣＩ）及びユーザＩＤ（ＵＩ）並びにチャネル状態測定部２２４から入力され
た伝搬路状況（ＣＳＩ）から変調信号を作成する。Ｄ／Ａ変換器２２７は、変調器２２６
で作成した変調信号をアナログ信号に変換する。更に無線送信部２２８は、アナログ変換
した信号を基地局に送信するキャリアの周波数に変換し、必要な電力まで増幅する。増幅
された信号は、サーキュレータ２１７を通じてアンテナ２３３から基地局２００に送信さ
れる。
【００４４】
　図４は、第１の実施の形態の特定のキャリアの信号を取り出す過程におけるスペクトル
を表す。
【００４５】
　アンテナ２３３は、図４（ａ）のようなスペクトルの信号を受信する。アンテナ２３３
が受信した信号は、すべてのキャリアに信号が存在する。
【００４６】
　この信号は、図４（ｂ）の太線で表されるフィルタ２１９によって端末が必要なキャリ
アを取り出す。具体的には、フィルタ２１９は、後述するように、割り当てられたチャネ
ルセットのすべてのキャリアを含むように信号を取り出す。よって、フィルタ２１９の出
力は複数のキャリアが含まれる広帯域信号（例えば、本実施の形態では３つのキャリアが
含まれる帯域信号）である。
【００４７】
　フィルタが取り出した信号は、図４（ｃ）である。フィルタバンク２２１は、図４（ｃ
）の太線で示すようなそれぞれのキャリアに適合したフィルタを有しており、それぞれの
キャリアごとに信号を取り出す。その取り出したキャリアごとの信号のうちの一つのスペ
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クトルが図４（ｄ）である。
【００４８】
　図５は第１の実施の形態の端末Ａが受信能力を通知する場合のチャネルセットの割り当
て処理のシーケンス図である。
【００４９】
　受信能力とは、端末Ａ２０１（Ａ）が基地局２００と通信する能力であり、例えば端末
Ａ２０１（Ａ）の最高通信レートである。
【００５０】
　以下では、端末Ａ２０１（Ａ）が利用可能な帯域が狭く、低レートの端末である場合を
例に挙げ説明する。
【００５１】
　まず、端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００に制御チャネルを使って受信能力を通知す
る（３０９）。例えば、端末Ａ２０１（Ａ）に電源を入れた場合や端末Ａ２０１（Ａ）が
基地局２００と通信を開始する場合等が考えられ、端末Ａ２０１（Ａ）が主導してチャネ
ルセットを割り当てる場合に実行される。
【００５２】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）の受信能力を受信し（３１０）、その受信能力を
満たすようにチャネルセットを割り当てる。チャネルセットとは、詳しくは後述するが、
周波数軸上で連続するキャリアからなるサブバンド及び／又は時間軸上で連続するスロッ
トからなるサブフレームからなる複数のチャネルである。
【００５３】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に、制御チャネルを使って、割り当てたチャネル
セットを通知する（３１２）。そして、基地局２００は、以後の端末Ａ２０１（Ａ）との
通信において、割り当てたチャネルセットだけを対象としてパケットスケジューリングを
行う（３００）。パケットスケジューリングの方法は、後述するが、スケジューリング結
果を端末Ａ２０１（Ａ）に通知する方法と通知しない方法がある。
【００５４】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、チャネルセットの通知を受信すると（３１３）、以後の通信に
おいて、割り当てられたチャネルセットだけを監視し、基地局２００からのパケットを受
信する。
【００５５】
　図６は、チャネルセット割り当て処理（図５）のステップ３００で実行されるパケット
スケジューリング処理のシーケンス図であり、スケジューリングの結果を通知する場合で
ある。
【００５６】
　基地局２００は、通信可能な領域内に対してパイロット信号を一定のタイミングで送信
する。
【００５７】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００からのパイロット信号を受信して、そのパイロッ
ト信号からチャネルの伝搬路状況を推定する（３０１）。伝搬路状況は、例えばＲＳＳＩ
（受信電界強度）やＣＩＲ（希望波妨害波比）から推定する。
【００５８】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００に推定した伝搬路状況の結果（伝搬路情報）を送
信する（３０２）。基地局２００は、チャネルの伝搬路情報を受信し（３０３）、この伝
搬路情報に基づいてパケットを送信するチャネルの割り当て（スケジューリング）をする
（３０４）。このスケジューリングは、基地局２００が後述する評価関数を演算し、評価
関数の最も高い端末にチャネルを割り当てる。そして基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ
）にスケジューリングの結果を通知する（３０５）。
【００５９】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、スケジューリングの結果を受信する（３０６）。そして端末Ａ
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２０１（Ａ）は、スケジューリングの結果から、基地局２００がパケットを送信するチャ
ネルで受信待ちをする。
【００６０】
　基地局２００は、スケジューリングしたチャネルでパケットを送信し（３０７）、端末
Ａ２０１（Ａ）はそのパケットを受信する（３０８）。
【００６１】
　図７は、第１の実施の形態において、周波数についてチャネルセットを割り当てる場合
のチャネルのスケジュール表であり、縦軸は時間、横軸は周波数を表す。
【００６２】
　基地局２００はＦ１からＦ８までのキャリアを利用して複数の端末２０１と通信する。
端末Ａ２０１（Ａ）と基地局２００とは、低レートの通信を行うので、すべてのキャリア
を利用して通信する必要はない。
【００６３】
　そこで、基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に周波数が連続する三つのキャリアＦ６
からＦ８を含むチャネルセットを割り当てる。ここで、キャリアＦ６からキャリアＦ８の
ように周波数が連続する複数のキャリアを合わせてサブバンドという。チャネルセットの
割り当ては、端末２０１と基地局２００とのデータ伝送レートによって通信するキャリア
の数を決めて割り当てる。
【００６４】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）にその他のキャリアＦ１～Ｆ５をスケジューリン
グせず、割り当てたチャネルセットでパケットを送信する。よって、端末Ａ２０１（Ａ）
は、割り当てられたチャネルセットのサブバンド１０１（キャリアＦ６～Ｆ８）だけを監
視する。
【００６５】
　具体的には、基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に、キャリアＦ７のスロットＳ３の
チャネル、キャリアＦ６のスロットＳ４のチャネル及びにキャリアＦ８のスロットＳ７の
チャネルをスケジューリングして、パケットを送信する。
【００６６】
　図８は、第１の実施の形態のチャネルのタイミングチャートである。図のハッチング部
分は、基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）との通信が行われるタイミングを示す。
【００６７】
　基地局２００は、パイロット信号（Pilot）を送信する（５００）。端末Ａ２０１（Ａ
）は、パイロット信号を受信し、受信したパイロット信号から伝搬路状況を推定する。そ
して端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００にパイロット信号を受信した次のスロットで伝
搬路情報（ＣＳＩ）を送信する(５０１)。
【００６８】
　基地局２００は、伝搬路情報を受信し、スケジューリングを行う。そして基地局２００
は、端末Ａ２０１（Ａ）に伝搬路情報を受信した次のスロットでスケジューリングの結果
（ＲＩ）を送信する(５０２）。ここで基地局２００は、スケジューリングの結果を送信
することによって発生するオーバヘッドの削減のため、拡散率を上げて送信電力を小さく
して送信するか、又は間欠送信で送信時間を短くして送信する。
【００６９】
　そして基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）にスケジューリングしたタイミングでデー
タ（Ｄａｔａ）を送信する(５０３)。
【００７０】
　図９は、第１の実施の形態のスケジューリング処理のフローチャートであり、基地局２
００において実行される。
【００７１】
　基地局２００は、複数あるキャリアから１つのキャリアを選択する（４０１）。次に基
地局２００は、チャネル条件制御部２１０を参照して、選択したキャリアに割り当てられ
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ている端末２０１を特定する（４０２）。チャネル条件制御部２１０は、基地局２００と
通信するすべての端末２０１のチャネルセットの割り当てを行い、割り当てたチャネルセ
ットを記憶している。
【００７２】
　基地局２００は、特定したすべての端末について、選択したキャリアの伝搬路情報を受
信し、評価関数を演算する（４０３）。
【００７３】
　評価関数の演算には、例えばプロポーショナルフェアネスを使い、数式１によって演算
する。
【００７４】
【数１】

【００７５】
　ここで、ＤＲＣとは、端末２０１からの伝搬路情報に基づくデータ伝送レートである。
基地局２００は、端末２０１からの伝搬路情報を受信すると、伝搬路情報とＤＲＣとが関
連づけられたテーブルを参照して、当該端末２０１のＤＲＣを得る。ただし、基地局２０
０は、端末２０１が所定のテーブルを参照して求めたＤＲＣを受信してもよい。
【００７６】
　基地局２００は、ＤＲＣを該当端末２０１の今までの平均データ伝送レート（Ｒ）で除
算する。この値が評価関数であり、ＤＲＣがこれまでの平均伝送レートに比べて高いか低
いかが判定できる。基地局２００は、この評価関数を割り当ての基準とすることによって
、すべての端末２０１に公平性を保ちながらスケジューリングすることが可能となる。
【００７７】
　基地局２００は、ステップ４０２で特定したすべての端末２０１の評価関数を比較し、
評価関数が最も高い端末２０１を選択して、当該端末２０１にスケジューリングする（４
０４）。このような動作によって基地局２００は、選択したキャリアのスケジューリング
を完了する。基地局２００は、すべてのキャリアについて選択したかを判断し、選択して
いない場合には、選択していないキャリアのスケジューリングを行う（４０５）。すべて
のキャリアを選択すれば、このスロットに関するスケジューリングは完了となる。
【００７８】
　図１０は、第１の実施の形態のスケジューリング処理後の基地局２００の処理のフロー
チャートである。
【００７９】
　基地局２００は、複数あるキャリアから１つのキャリアを選択する（４０６）。次に基
地局２００は、選択したキャリアのスケジューリングを使って、パケットを送信する端末
２０１のＩＤ及びデータ伝送レート等の情報を取得する（４０７）。
【００８０】
　更に基地局２００は、情報蓄積部２１２を使って、端末２０１に送信するデータ及び選
択したキャリアの情報を取得する（４０８）。ここで、送信するデータ量がデータ伝送レ
ートに依存するため、スケジューラ２１３は、変調器２１４にデータ伝送レートを指示す
る（４０９）。指示された変調器２１４は、情報蓄積部２１２に単位時間あたりの変調器
２１４に送る情報量を指示する。
【００８１】
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　基地局２００は、すべてのキャリアについて選択したかを判断し、選択していない場合
には、選択していないキャリアでのパケットの送信の準備を行う（４０５）。すべてのキ
ャリアを選択すれば、このスロットに関するパケットの送信の準備は完了となる。
【００８２】
　基地局２００は、これらの情報から、スケジューリングした端末２０１に選択したキャ
リアのチャネルでデータを送信する。このとき、基地局２００は、適当な変調方式で変調
して端末２０１にデータを送信する。
【００８３】
　図１１は、第１の実施の形態において、伝搬路状況推定処理のフローチャートであり、
端末Ａ２０１（Ａ）において実行される。
【００８４】
　この伝搬路状況推定処理は、スロットごとのタイミングで発生する割り込みによって起
動し、実行される。まず、端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００から受信する情報がある
か否かを判定する（４１１）。すなわち、基地局と接続状態であるか否かを判定する。端
末Ａ２０１（Ａ）は、受信する情報がない場合には、このスロットでの処理を終了する。
一方、端末Ａ２０１（Ａ）は、受信する情報がある場合には（接続状態にある場合には）
、割り当てられたチャネルセットのキャリアを観測できるように設定されたハードウェア
を使って、割り当てられたキャリアのパイロット信号を受信する（４１２）。
そして端末Ａ２０１（Ａ）は、受信したパイロット信号から割り当てられたキャリアの伝
搬路状況を推定する（４１３）。ここで端末Ａ２０１（Ａ）は、推定した伝搬路状況から
、伝搬路状況とＤＲＣとが関連づけられたテーブルを参照してデータ伝送レートを求めて
もよい。端末Ａ２０１（Ａ）は、割り当てられたキャリアの伝搬路状況の推定結果（伝搬
路情報）又はデータ伝送レートを基地局２００に送信する。
【００８５】
　図１２は、第１の実施の形態において、スケジューリング結果の受信処理のフローチャ
ートであり、端末Ａ２０１（Ａ）で実行される。
【００８６】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、伝搬路情報を送信した後、基地局２００からスケジューリング
の結果が送信されているか否かを判定する（４１４）。スケジューリング結果が基地局２
００から送信されていない場合には、このスケジューリング結果受信処理を終了する。一
方、端末Ａ２０１（Ａ）は、スケジューリングの結果が基地局から送信されている場合に
は、受信したスケジューリングの結果から割り当てられたチャネルセットのキャリアのス
ケジューリングを調べる（４１５）。
【００８７】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００が端末Ａ２０１（Ａ）に割り当てられたキャリア
でパケットを送信するか否かを判定する（４１６）。基地局２００からパケットが送信さ
れない場合には、端末Ａ２０１（Ａ）は、このスケジューリング結果受信処理を終了する
。一方、基地局２００からパケットが送信される場合には、端末Ａ２０１（Ａ）は、スケ
ジューリング結果に基づいて該当するスロット及び該当するキャリアのチャネルでパケッ
トの受信の予約をする（４１７）。
【００８８】
　図１３は、第１の実施の形態において、パケット受信処理のフローチャートであり、端
末Ａ２０１（Ａ）で実行される。
【００８９】
　この受信処理は、スロット毎のタイミングで発生する割り込みによって起動し、実行さ
れる。まず、端末Ａは、ステップ４１７によって予約されたスケジューリングを確認し、
受信する情報があるか否かを判定する（４１８）。端末Ａ２０１（Ａ）は、受信する情報
がない場合には、このスロットでのパケット受信処理を終了する。一方、端末Ａ２０１（
Ａ）は、受信する情報がある場合には、スケジューリングされたチャネルでパケットを受
信する（４１９）。
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【００９０】
　以上、端末の電源が投入され、端末が動作を開始した場合に実行されるパケットスケジ
ューリングについて説明したが、同様のパケットスケジューリングは、端末２０１が受信
能力の変更を通知した場合（図１４）にも行われる。
【００９１】
　図１４は、第１の実施の形態の端末Ａ２０１（Ａ）が受信能力の変更を通知する場合の
チャネルセットの割り当てのシーケンス図である。
【００９２】
　端末Ａ２０１（Ａ）の受信能力の変更とは、例えば音声通話からブロードバンド通信に
変更したときのような、端末Ａ２０１（Ａ）のデータ伝送レートの変更である。
【００９３】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００に制御チャンネルを使って受信能力の変更を通知
する（３１４）。
【００９４】
　基地局２００は、端末Ａの受信能力の変更を受信し（３１５）、その変更された受信能
力を満たすチャネルセットを割り当てる（３１１）。基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ
）に割り当てたチャネルセットを制御チャネルを使って通知する（３１２）。そして、基
地局２００は、割り当てたチャネルセットだけを対象としてパケットスケジューリングを
行う（３００）。
【００９５】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、チャネルセットの通知を受信する（３１３）。すると端末Ａ２
０１（Ａ）は、以後の通信において、割り当てられたチャネルセットだけを監視し、基地
局２００からのパケットを受信する。
【００９６】
　チャネルセットの通知を受けた端末Ａ２０１（Ａ）は、発信器２３１から出力される局
部発振周波数を変更する。また、受信する信号によって帯域も変える端末Ａ２０１（Ａ）
の場合では、帯域制限フィルタ２１９の切替えやＡ／Ｄ変換器２２０に供給するサンプリ
ングクロックも変更する。更に端末Ａ２０１（Ａ）のフィルタバンク２２１では、観測に
用いるフィルタの数を変更する。
【００９７】
　ここまで、第１の実施の形態として、チャネルセットの割り当てを端末２０１が主導す
る場合について説明したが、チャネルセットの割り当てを基地局２００が主導することも
できる。
【００９８】
　図１５は、第１の実施の形態の基地局２００が主導する場合のチャネルセットのシーケ
ンス図である。
【００９９】
　基地局２００は、チャネルごとの利用率を測定し、チャネル偏差を検出する（３１６）
。チャネル偏差とは、チャネルの利用率の偏りであり、チャネル偏差が大きいとチャネル
の利用効率が低下する。
【０１００】
　基地局２００は、チャネル偏差が少なくなるように任意の端末２０１のチャネルセット
を割り当てる（３１１）。例えば、基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）にチャネルセッ
トの変更を通知する（３１２）。端末Ａ２０１（Ａ）は、チャネルセットの通知を受信す
る（３１３）。そして、基地局２００は、割り当てたチャネルセットだけを対象としてパ
ケットスケジューリングを行う（３００）。
【０１０１】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、チャネルセットの通知を受信する（３１３）。すると端末Ａ２
０１（Ａ）は、以後の通信において、割り当てられたチャネルセットだけを監視し、基地
局２００からのパケットを受信する。
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【０１０２】
　ここまでは、周波数についてチャネルセットを割り当てる実施の形態を説明したが、第
１の実施の形態においては、時間についてチャネルセットを割り当てることもできる。
【０１０３】
　図１６は、第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合
のチャネルのスケジュール表であり、縦軸は時間、横軸は周波数を表す。
【０１０４】
　基地局２００は、すべての端末２０１にスロットＳ１～Ｓ８からなるフレーム全体を使
ってパケットを送信する。基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）とが低レートの通信を行う
場合、基地局２００が、端末Ａ２０１（Ａ）に図１１では通信するキャリアを割り当てた
が、通信する時間（スロット）を割り当てて消費電力を低減することもできる。
【０１０５】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に時間的に連続する２つのスロットＳ２及びＳ３
を含むチャネルセットを割り当てる。ここで、Ｓ２及びＳ３のように時間的に連続する複
数のスロットの集まりをサブフレーム１０２という。
【０１０６】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に、割り当てたチャネルセットのスロットでパケ
ットを送信する。具体的には、はじめのフレームで基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）
に、キャリアＦ３のスロットＳ２のチャネル及びキャリアＦ１のスロットＳ３のチャネル
でパケットを送信する。次のフレームで基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に、キャリ
アＦ６のスロットＳ２のチャネル及びキャリアＦ８のスロットＳ３のチャネルでパケット
を送信する。
【０１０７】
　このとき、端末Ａ２０１（Ａ）は、割り当てられていないスロット（Ｓ１及びＳ４～Ｓ
８）では必要のない回路を動作させないことによって、消費電力を削減できる。
【０１０８】
　なお、端末Ａ２０１（Ａ）は、動作を開始するときに初期設定等のオーバヘッド処理を
行う必要があり、連続していないスロットが割り当てられると、割り当てられたスロット
ごとに初期設定等に必要な電力を消費する。このような電力の消費を減らすために、基地
局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に連続したスロットを割り当てている。つまり、端末Ａ
２０１（Ａ）は、スロットＳ２では初期設定が必要となるが、スロットＳ３では初期設定
が不要となり連続するスロットを割り当てることによって消費電力が減少する。
【０１０９】
　図１７は、第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てるとき
でスケジューリング結果を通知する場合のチャネルのタイミングチャートである。太線で
囲った部分は、基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）とが互いに関連するスロットである。
また、ハッチング部分は、基地局２００が端末Ａ２０１（Ａ）にパケットを送信したスロ
ット５１４である。
【０１１０】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、時間についてチャネルセットの割り当てがされたため、チャネ
ルセットのサブフレーム５１３でしかパケットを受信しない。そこで端末Ａ２０１（Ａ）
は、サブフレーム５１３から所定のスロットの数（６スロット）だけ前のパイロット信号
５１０を用いて伝搬路状況を推定する。
【０１１１】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００にパイロット信号５１０を受信した次のスロット
で伝搬路状況の推定結果（伝搬路情報）を送信する（５１１）。基地局２００は、伝搬路
情報によってスケジューリングを行い、端末Ａ２０１（Ａ）にスケジューリングの結果を
送信する（５１２）。基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）にスケジューリングに従って
データを送信する（５１４）。
【０１１２】
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　図１８は、第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合
の伝搬路状況推定処理のフローチャートであり、前述した図１１の処理に代わって端末Ａ
２０１（Ａ）で実行される。
【０１１３】
　この伝搬路状況推定処理は、スロットごとのタイミングで発生する割り込みによって起
動し、実行される。まず、端末Ａ２０１（Ａ）は、パイロット信号の受信タイミングであ
るか否かを判定する（４２０）。パイロット信号を受信するタイミング（例えば、図１７
の５１０）は、割り当てられたチャネルセットのサブフレーム（例えば、図１７の５１３
）に対して所定の時間（６スロット）だけ前のタイミングである。
【０１１４】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、パイロット信号を受信するタイミングでない場合には、この伝
搬路状況推定処理を終了する。一方、パイロット信号を受信するタイミングであれば、更
にこのスロットで受信する情報があるかを否かを判定する（４２１）。
【０１１５】
　その判定の結果、端末Ａ２０１（Ａ）は、受信する情報がない場合には、この伝搬路状
況推定処理を終了する。一方、端末Ａ２０１（Ａ）は受信する情報がある場合には、割り
当てられたキャリアのパイロット信号を受信する（４２２）。受信したパイロット信号か
ら割り当てられたキャリアの伝搬路状況を推定する（４２３）。
【０１１６】
　図１９は、第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合
のスケジューリング結果の受信処理のフローチャートであり、前述した図１２の処理に代
わって端末Ａ２０１（Ａ）で実行される。
【０１１７】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、伝搬路情報を送信した後、基地局２００からスケジューリング
の結果の受信するタイミングであるか否かを判定する（４２４）。スケジューリングの結
果の受信タイミング（例えば、図１７の５１２）とは、送信した伝搬路情報のスロット（
図１７の５１１）から所定の時間（１スロット）だけ後のタイミングである。
【０１１８】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、スケジューリングの結果の受信タイミングでない場合には、こ
のスケジューリング結果受信処理を終了する。一方、スケジューリングの結果の受信タイ
ミングである場合には、スケジューリングの結果を受信し、割り当てられたキャリア（周
波数についてチャネルセットを割り当てていない場合にはすべてのキャリア）のスケジュ
ーリングを調べる（４２６）。
【０１１９】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、割り当てられたキャリアで基地局２００がパケットを送信する
か否かを判定する（４２７）。基地局２００からパケットが送信されない場合には、端末
Ａ２０１（Ａ）は、このスケジューリング結果受信処理を終了する。一方、基地局２００
からパケットが送信される場合には、端末Ａ２０１（Ａ）は、スケジューリング結果に基
づいて該当するスロット及び該当するキャリアのチャネルでパケットの受信の予約をする
（４２８）。
【０１２０】
　図２０は、第１の実施の形態において、時間についてチャネルセットを割り当てる場合
のパケット受信処理のフローチャートであり、前述した図１３の処理に代わって端末Ａ２
０１（Ａ）で実行される。
【０１２１】
　この受信処理は、スロット毎のタイミングで発生する割り込みによって起動し、実行さ
れる。まず、端末Ａ２０１（Ａ）は、スロットが割り当てられたチャネルセットのサブフ
レーム（例えば、図１７の５１３）であるか否かを判定する（４２９）。
【０１２２】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、サブフレームでない場合には、このスロットでのパケット受信
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処理を終了する。一方、サブフレームである場合には、パケットを受信するためのハード
ウェアに電源を入れ、割り当てられたチャネルでパケットを受信する（４３０）。
【０１２３】
　また、第１の実施の形態においては、周波数及び時間の双方についてチャネルセットを
割り当てることもできる。
【０１２４】
　図２１は、第1の実施の形態において、周波数及び時間についてチャネルセットを割り
当てる場合のチャネルのスケジュール表であり、縦軸は時間、横軸は周波数を表す。
【０１２５】
　基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）とが低レートの通信を行う場合、基地局２００が、
端末Ａ２０１（Ａ）にキャリアＦ６～Ｆ８及び時間Ｓ２、Ｓ３のチャネルセット１０３を
割り当てる。
【０１２６】
　以後は、基地局２００は、前記と同様に端末Ａ２０１（Ａ）に、割り当てられたチャネ
ルセットでパケットを送信する。具体的には、はじめのフレームで基地局２００は、端末
Ａ２０１（Ａ）に、キャリアＦ６のスロットＳ２のチャネル及びキャリアＦ８のスロット
Ｓ３のチャネルでパケットを送信する。次のフレームで基地局２００は、端末Ａ２０１（
Ａ）に、キャリアＦ７のスロットＳ２のチャネル及びキャリアＦ６のスロットＳ３のチャ
ネルでパケットを送信する。
【０１２７】
　以上説明したように、第１の実施の形態では、周波数及び／又は時間についてチャネル
セットを割り当てるので、端末Ａ２０１（Ａ）は、パケットを受信する可能性があるスロ
ットに限定して受信することから、端末Ａ２０１（Ａ）は、消費電力を低減することがで
きる。
【０１２８】
　従来、端末Ａ２０１（Ａ）が、低レートの通信を行う場合でも、すべてのキャリアＦ１
～Ｆ８でパケットを通信する可能性があった。よって、端末Ａ２０１（Ａ）は、すべての
キャリアについて、伝搬路状況の推定を行い（３０１）、伝搬路情報の送信（３０２）を
行う必要があった。
【０１２９】
　これに対して、第１の実施の形態によれば、割り当てられたサブバンド１０１に含まれ
るキャリアＦ６～Ｆ８についてのみ、伝搬路状況の推定３０１及び伝搬路情報の送信３０
２を行う。伝搬路状況の推定（３０１）等を行うキャリアの数が少なければ、パイロット
信号の受信や伝搬路状況の推定（３０１）の処理等に必要となる消費電力を低減させるこ
とができる。
【０１３０】
　更に、伝搬路情報の送信（３０２）をするキャリアの数が少なければ、基地局に送信す
る伝搬路情報のデータ量が減り、これらのデータを送信するための処理量及び消費電力も
低減できる。
【０１３１】
　また、端末Ａにスケジューリングされるキャリアの周波数が不連続である場合（図３１
）と比べても端末Ａ２０１（Ａ）の消費電力は少なくなる。
【０１３２】
　すなわち、端末Ａ２０１（Ａ）は、複数のキャリアの伝搬路状況の推定（３０１）を行
うとき、パケットを受信する可能性のあるすべてのキャリアの周波数をカバーするサンプ
ルクロックに対応可能なＡＤ変換器２２０が必要となる。ここでＡＤ変換器２２０は、サ
ンプルクロックの幅が大きくなると消費電力も大きくなる。
【０１３３】
　すると、割り当てられたキャリアの数が同じであっても、従来技術（図３１）のように
端末Ａにスケジューリングされるキャリアの周波数が不連続である場合には、端末Ａ２０
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１（Ａ）が使用するキャリアの周波数の幅が広いので、サンプルクロックの幅が大きくな
り、消費電力の低減効果が少ない。一方、本実施の形態では、端末Ａ２０１（Ａ）は、周
波数の連続するキャリアが割り当てられるため、ＡＤ変換器２２０のサンプルクロックの
幅を最小限に抑えることができる。よって本実施の形態の端末Ａ２０１（Ａ）は、消費電
力が少ない。
【０１３４】
　また、第１の実施の形態では、時間についてチャネルセットを割り当てるので、端末Ａ
２０１（Ａ）は、パケットを受信する可能性があるチャネルをある特定のスロットに限定
することから、特定のスロットだけでキャリアの伝搬路状況の推定（３０１）及び伝搬路
情報の送信（３０２）を行えばよい。よって、端末Ａ２０１（Ａ）は、消費電力を低減す
ることができる。
【０１３５】
　図２２は、第１の実施の形態のキャリアの伝搬路状況を表すグラフであり、横軸は時間
、縦軸は伝搬路状況である。
【０１３６】
　無線通信では、伝搬路状況S/(I+N)の値が大きいほど、高レートの符号化率又は大きな
多値変調によって信号を送信することができるので、キャリアの利用効率が高い。伝搬路
状況S/(I+N)は、端末２０１の移動や環境の変化に応じて時間的に変化し、その変化はそ
れぞれの端末２０１で独立である。
【０１３７】
　図２２（ａ）は、３つの端末Ａ２０１（Ａ）、端末Ｂ２０１（Ｂ）及び端末Ｃ２０１（
Ｃ）が基地局２００と通信する場合の、キャリアの伝搬路状況を表すグラフである。基地
局２００は、３つの端末２０１から報告される伝搬路状況S/(I+N)が最も高い端末２０１
を選択し、その端末２０１にキャリアを使用させる。
【０１３８】
　図２２（ｂ）は、２つの端末Ａ２０１（Ａ）及び端末Ｂ２０１（Ｂ）が基地局２００と
通信する場合のキャリアの伝搬路状況を表すグラフであり、図２２（ｃ）は、１つの端末
Ａ２０１（Ａ）が基地局２００と通信する場合のキャリアの伝搬路状況を表すグラフであ
る。
【０１３９】
　これらの図を比較すると、キャリアの伝搬路状況S/(I+N)は、端末２０１の数が多いほ
ど大きくなり、ユーザダイバーシティ効果が生じ、キャリアの利用効率が高くなる。
【０１４０】
　第１の実施の形態では、基地局２００は、複数の端末２０１に同一のキャリアを割り当
てることによって、キャリアの利用効率を高めている。
【０１４１】
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。
【０１４２】
　図２３は、第２の実施の形態のパケットスケジューリング処理を示すシーケンス図であ
り、チャネルセット割り当て処理（図５）のステップ３００で実行される。
【０１４３】
　第２の実施の形態のパケットスケジューリング処理は、第１の実施の形態のパケットス
ケジューリング処理（図６）と異なり、基地局２００が端末Ａ２０１（Ａ）にスケジュー
リングの結果を通知するステップ（３０５）及び端末Ａ２０１（Ａ）がスケジューリング
の結果を受信するステップ（３０６）が実行されない。それ以外のステップは、スケジュ
ーリングの結果を通知する場合のパケットスケジューリングと同一である。なお、同じス
テップは同じ符号を付し、その説明は省略する。
【０１４４】
　ただし、端末Ａ２０１（Ａ）は、スケジューリングの結果を通知している場合と異なり
、常にパケットを受信する可能性のあるチャネルで受信待ちをして、端末Ａ２０１（Ａ）
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宛てのパケットが送信されるか否かを監視する。
【０１４５】
　すなわち、第２の実施の形態のスケジューリングの結果を通知しない方法では、端末Ａ
２０１（Ａ）は、常に受信待ちをしているため、スケジューリングの結果を通知する方法
に比べて電力を消費する。
【０１４６】
　しかし、例えばキャリヤの周波数が２ＧＨｚ及び移動速度が６０Ｋｍ／ｈの場合では、
伝搬路状態は約１１１０Ｈｚで変動する。このため、スケジューリングは、数ｍｓごとに
行う必要があり、スケジューリングの結果を事前に端末２０１に通知することは技術的に
難しい。よって、第３世代携帯のcdma2000 1xEV-DOやW-CDMAのHSDPAでは、スケジューリ
ングの結果を通知しないパケットスケジューリングを採用している。
【０１４７】
　図２４は、第２の実施の形態のチャネルのタイミングチャートである。図のハッチング
部分は、基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）との通信が行われているタイミングを示す。
【０１４８】
　基地局２００は、通信領域に対してパイロット信号を送信する（５００）。端末Ａ２０
１（Ａ）は、パイロット信号を受信し、受信したパイロット信号から伝搬路状況を推定す
る。そして端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００にパイロット信号を受信した次のスロッ
トで伝搬路状況の推定結果（伝搬路情報）を送信する(５０１)。
【０１４９】
　基地局２００は、伝搬路情報を受信し、スケジューリングを行う。そして基地局２００
は、端末Ａ２０１（Ａ）にスケジューリングした場合、端末Ａ２０１（Ａ）に伝搬路情報
を受信した次のスロットでデータを送信する(５０３)。
【０１５０】
　図２５は、第２の実施の形態において、時間についてチャンネルセットを割り当てると
きでスケジューリング結果を通知しない場合のチャネルのタイミングチャートである。太
線で囲った部分は、基地局２００と端末Ａ２０１（Ａ）とが互いに関連するスロットであ
る。また、ハッチング部分は、基地局２００が端末Ａ２０１（Ａ）にパケットを送信した
スロット５１４である。
【０１５１】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、時間についてチャネルセットの割り当てがされたため、サブフ
レーム５１３でしかパケットを受信しない。そこで端末Ａ２０１（Ａ）は、サブフレーム
５１３から所定のスロットの数（２スロット）だけ前のパイロット信号５１０を用いて伝
搬路状況を推定する。
【０１５２】
　端末Ａ２０１（Ａ）は、基地局２００にパイロット信号を受信した次のスロットで伝搬
路状況の推定結果（伝搬路情報）を送信する（５１１）。基地局２００は、端末Ａ２０１
（Ａ）にスケジューリング結果の通知が不要なため、受信した伝搬路情報の次のスロット
５１３のスケジューリングを行っている。そして基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）に
スケジューリングに従ってパケットを送信する（５１４）。
【０１５３】
　このスケジューリングの結果を通知しない場合、従来では、端末Ａ２０１（Ａ）は、い
つパケットが受信されるかを知ることができないため、すべてのスロットにおいて受信待
ちをする必要がある。
【０１５４】
　以上説明したように、第２の実施の形態によると、基地局２００が、端末２０１（Ａ）
にサブフレーム（時間的に連続するスロットからなるフレーム）のチャネルセットを割り
当てることによって、端末Ａ２０１（Ａ）は割り当てられたチャネルセットのスロットの
みを受信すればよい。このことから端末Ａ２０１（Ａ）は、受信するための処理及び消費
電力を節約できる。
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【０１５５】
　次に、本発明の第３の実施の形態について説明する。
【０１５６】
　図２６は、第３の実施の形態の基地局２００のブロック図である。
【０１５７】
　第３の実施の形態では、基地局２００は、端末の受信能力情報が、ネットワークからチ
ャネル条件制御部２１０に送信される点で図２に示す第１の実施の形態の基地局２００と
異なる。
【０１５８】
　ネットワークインターフェース部２１１は、ネットワークからの信号が端末２０１の受
信能力情報であった場合には、その情報をチャネル条件制御部２１０に送信する。この変
形例における基地局２００のそれ以外の構成は、第１の実施の形態の基地局２００と同一
である。よって、同じ構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【０１５９】
　図２７は、第３の実施の形態のチャネルセットのシーケンス図であり、基地局２００は
基地局制御装置から端末Ａ２０１（Ａ）の受信能力の通知を受ける。
【０１６０】
　まず、端末Ａ２０１（Ａ）が、ＩＤや位置登録等を含んだ制御信号を送信する（３１７
）。基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）からの制御信号を受信する。そして、該受信し
た制御信号を基地局制御装置に転送する（３１８）。
【０１６１】
　基地局制御装置は、端末Ａ２０１（Ａ）の制御信号を受信する（３１９）。基地局制御
装置は、受信した制御信号に付加された端末のＩＤを用いて、蓄積手段に記憶された受信
能力情報を検索して、端末Ａ２０１（Ａ）の受信能力を調べる。そして基地局制御装置は
、基地局２００に取得した受信能力を通知する（３２０）。
【０１６２】
　基地局２００は、端末Ａ２０１（Ａ）の受信能力を受信し（３２１）、その受信能力を
満たすようにチャネルセットを割り当てる（３２２）。基地局２００は、端末Ａ２０１（
Ａ）に、割り当てたチャネルセットを制御チャネルを使って通知する（３２３）。そして
基地局２００は、割り当てたチャネルセットだけを対象としてスケジューリングを行う（
３００）。
【０１６３】
　端末２０１は、チャネルセットの通知を受信すると（３２４）、以後の通信において、
割り当てられたチャネルセットだけを監視し、基地局２００からのパケットを受信する。
【０１６４】
　次に、本発明の第４の実施の形態について説明する。
【０１６５】
　図２８は、第４の実施の形態の端末２０１のブロック図であり、通信方式がＯＦＤＭＡ
方式の場合を示す。
【０１６６】
　ＯＦＤＭＡ方式の場合の端末２０１は、前述した第１の実施の形態のＦＤＭＡ方式の端
末２０１（図３）のフィルタバンク２２１に代わってＦＦＴ部２３２を有する点が異なる
。ＦＦＴ部２３２は、フーリエ変換演算によって、サブキャリアごとの信号に分離する。
【０１６７】
　それ以外の構成は、第１の実施の形態のＦＤＭＡ方式の端末２０１と同一である。なお
、ＦＤＭＡ方式の端末２０１（図３）と同じ構成は同じ符号を付し、その説明は省略する
。
【０１６８】
　図２９は、第４の実施の形態の特定のキャリアの信号を取り出す過程におけるスペクト
ルを表し、通信方式がＯＦＤＭＡ方式の場合である。
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【０１６９】
　アンテナ２３３は、図２９（ａ）のようなスペクトルの信号を受信する。ＯＦＤＭＡ方
式の信号は、サブキャリアごとの信号が一部分互いに重なりあっている。
【０１７０】
　この信号は、図２９（ｂ）の太線で表されるフィルタ２１９によって端末２０１が必要
な部分を取り出す。フィルタ２１９は、割り当てられたチャネルセットを含むように信号
を取り出す。よって、フィルタ２１９の出力は複数のサブキャリアが入る広帯域信号（例
えば、本実施の形態では７つのサブキャリアが含まれる帯域信号）である。
【０１７１】
　フィルタが取り出した信号は、図２９（ｃ）である。ＦＦＴ２３２は、それぞれのサブ
キャリアごとの信号に分離する。その分離したサブキャリアの信号のうちの一つのスペク
トルが図２９（ｄ）である。ＯＦＤＭＡ方式では、１つのサブキャリアから１つのチャネ
ルを構成してもよいし、複数のサブキャリアから１つのチャネルを構成してもよい。
【０１７２】
　特許請求の範囲に記載した以外の本発明の観点の代表的なものとして、次のものがあげ
られる。
【０１７３】
　（１）周波数帯域で分割したキャリアについて時間帯域で分割したスロットをチャネル
として利用して基地局と複数の端末とが通信する無線通信方法において、前記基地局は、
前記端末に、連続する複数の前記キャリアからなるチャネルセット及び／又は連続する複
数の前記スロットからなるチャネルセットを割り当て、前記チャネルセットに含まれるチ
ャネルを該端末へのパケットの送信に割り当てること特徴とする無線通信方法。
【０１７４】
　（２）前記基地局は、前記端末から受信したチャネルの伝搬路状況の推定結果を使って
、前記チャネルを前記端末へのパケットの送信に割り当てることを特徴とする（１）に記
載の無線通信方法。
【０１７５】
　（３）前記基地局は、前記端末に、前記チャネルセットを通知することを特徴とする（
１）に記載の無線通信方法。
【０１７６】
　（４）前記端末は、前記チャネルセットの通知を受信し、前記チャネルセットによって
監視するチャネルを定めることを特徴とする（３）に記載の無線通信方法。
【０１７７】
　（５）前記基地局は、前記端末の受信能力を受信し、前記受信能力を満たすように、前
記チャネルセットを割り当てることを特徴とする（１）に記載の無線通信方法。
【０１７８】
　（６）前記基地局は、前記チャネルの偏差を算出し、偏差が所定値より大きいときに前
記チャネルセットを再度割り当てることを特徴とする（１）に記載の無線通信方法。
【０１７９】
　（７）前記基地局は、前記端末の受信能力を記憶する基地局制御装置から前記端末の受
信能力を受信することを特徴とする（１）に記載の無線通信方法。
【０１８０】
　（８）前記端末に送信する情報を蓄積する情報蓄積部と、情報を送信する前記端末を決
定するスケジューラと、送信する情報により変調をする変調部と、変調した信号を送信す
る送信部とを備え、周波数帯域で分割したキャリアについて時間帯域で分割したスロット
をチャネルとして利用して複数の前記端末と通信する無線通信基地局において、前記端末
の受信能力を取得し、該端末の受信能力を満たすように連続する複数のキャリアからなる
チャネルセット及び／又は連続する複数のスロットからなるチャネルセットを割り当て、
割り当てた前記チャネルセットを記憶するチャネル条件部を備えることを特徴とする無線
通信基地局。
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【０１８１】
　（９）端末から信号を受信する受信部を備え、前記受信部が前記端末から受信する信号
から前記受信能力を取得することを特徴とする（８）に記載の無線通信基地局。
【０１８２】
　（１０）端末から信号を受信する受信部を備え、前記端末の前記受信能力を記憶する基
地局制御装置から前記受信能力を取得することを特徴とする（８）に記載の無線通信基地
局。
【０１８３】
　（１１）前記スケジューラは、前記チャネルセットに含まれる前記チャネルを前記端末
へのパケットの送信に割り当てることを特徴とする（８）に記載の無線通信基地局。
【０１８４】
　（１２）前記端末に前記チャネルセットを通知する信号を生成する制御信号生成部を備
えることを特徴とする（８）に記載の無線通信基地局。
【０１８５】
　（１３）アンテナが受信した信号から特定の周波数の信号を抽出するフィルタと、該信
号をデジタル変換するＡ／Ｄ変換器とを備える無線受信部と、信号を周波数ごとに分離し
て復調するベースバンド部と、無線通信端末の全体の動作を制御する制御部を備え、周波
数帯域で分割したキャリアについて時間帯域で分割したスロットをチャネルとして利用し
て基地局と通信する無線通信端末において、前記無線受信部は、前記基地局から、割り当
てられた連続する複数のキャリアからなるチャネルセット及び／又は連続する複数のスロ
ットからなるチャネルセットを受信し、前記受信したチャネルセットを前記制御部に通知
し、前記制御部は、前記チャネルセットによって、前記フィルタが取り出す周波数の幅又
は中心周波数を変更することを特徴とする無線通信端末。
【０１８６】
　（１４）基地局に送信する情報によって変調をして、信号を送信する無線送信部を備え
、前記制御部は、受信能力を通知する能力制御信号を作成し、前記無線送信部は、前記基
地局に前記能力制御信号を送信することを特徴とする（１３）に記載の無線通信端末。
【０１８７】
　（１５）前記制御部は、前記チャネルセットに含まれるチャネルでは前記受信部を動作
させ、前記チャネルセットに含まれないチャネルでは受信部を休止するように制御するこ
とを特徴とする（１３）に記載の無線通信端末。
【０１８８】
　（１６）アンテナが受信した信号から特定の周波数の信号を抽出するフィルタと、該信
号をデジタル変換するＡ／Ｄ変換器とを備える無線受信部と、
　信号を周波数ごとに分離して復調するベースバンド部と、
　無線通信端末の全体の動作を制御する制御部を備え、
　周波数帯域で分割した複数のキャリアのそれぞれについて時間帯域の各フレームを複数
のスロットに分割した各々をチャネルとして利用して基地局と通信する無線通信端末にお
いて、
　前記無線受信部は、前記基地局から、前記複数スロットのうちの時間軸上で連続する一
部のスロットに制限したサブフレーム内のチャネルセットに割り当てが決定したことの通
知を受け、
　前記制御部は、無線受信部が前記通知を受けたことに応動して、前記時間帯域の各フレ
ーム中の前記チャンネルセットに対応する前記一部のスロットでは前記受信部を動作させ
、前記フレーム中の他のスロットでは前記受信部を休止するように制御することを特徴と
する無線端末装置。
【産業上の利用可能性】
【０１８９】
　本発明は、移動体通信システムにおいてキャリアスケジューリングに適用することがで
き、高速と低速の端末が混在しているシステムに適用すると好適である。また、以上説明
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した実施の形態ではＦＤＭＡ及びＯＦＤＭＡ方式について説明したが、他の多重化方式に
も適用することができる。
【符号の説明】
【０１９０】
　２００　基地局
　２０１（Ａ）　端末Ａ
　２０１（Ｂ）　端末Ｂ
　２０１（Ｃ）　端末Ｃ
　２０１（Ｄ）　端末Ｄ
　２０１（Ｅ）　端末Ｅ
　２０７　アンテナ
　２０８　サーキュレータ
　２０９　受信部
　２１０　チャネル条件部
　２１１　ネットワークインターフェース部
　２１２　情報蓄積部
　２１３　スケジューラ
　２１４　変調器
　２１５　送信部
　２１６　制御信号生成部
　２１７　サーキュレータ
　２１８　無線受信部
　２１９　フィルタ
　２２０　Ａ／Ｄ変換器
　２２１　フィルタバンク
　２２２　復調器
　２２３　選択部
　２２４　伝搬路推定部
　２２５　ＣＰＵ
　２２６　変調部
　２２７　Ｄ／Ａ変換器
　２２８　無線送信部
　２３３　アンテナ
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